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去る 6月８日、市ヶ谷キャンパス富士見ゲート棟G601教室において、2024年度社会学部同窓会定期総会（記念講

演会・懇親会、同時開催）が対面・オンラインで開催され、来賓・会員合わせて 30名の皆さんにご参加いただきまし

た。 

 

■開会にあたり、23年度に逝去された方々を偲び黙祷を行いました。（直前

に元テレビ朝日アナウンサー1965年卒元同窓会役員 横舘英雄様の訃報が

はいりました。） 

■総会では、2023年度活動報告に続き 24・25年度役員の承認・紹介、

24年度事業活動が提案されました。新役員紹介では、多摩世代のリーダー

として期待される 18年卒の木暮美菜さんが副会長に就任し、オンラインで

ご挨拶をいただきました。今後の活動では、会長の開会の挨拶でも示された

「『会費は在学生のため』を基本理念とする在学生支援事業を積極的に推進

する」という活動指針が確認され、すべての議案が全会一致で承認されまし

た。 

■記念講演会は、昨年の総会で第 63次南極地域観測隊越冬隊長の経験をご講

演いただいた澤柿教伸先生に、本年は社会学部学部長という立場から再度の

ご登壇をお願いし、演題「〝人新世〟を生き抜く実践知」のご講演をいただ

きました。しのび寄る地球の危機について資料を提示して分かりやすくお話

いただき、参加者からは「勉強になった」「あっという間だった」という声

があがりました。 

■懇親会は、ボアソナードタワーのスタッフクラブに移動して開催。会の途中

から参加者一人一人からご挨拶・近況報告等をいただき、笑い声が起こる和や

かな楽しい会となりました。最後には肩を組み校歌を高らかに歌い、来年の再

会を誓ってお開きとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご参加いただいた皆様に感謝申し上げます。 

 
本チラシへのお問い合わせは社会学部同窓会事務局、又は HPを参照ください。 

事務局：社会学部棟 11 階（電話・FAX 042-783-2421  mail：hoseishado2421@gmail.com  http://www.hoseisoc-dousoukai.jp） 
 

2024 年度定期総会 

名誉教授石坂悦男先生も元

気なお姿で参加され、ご挨拶

では同窓会設立当時の想い

と共に、今後の同窓会発展へ

の檄を頂きました。 

「乾杯」のご発声 群馬県から参加の武井透様 再会を喜び懇親を深める参加者 

議事進行の様子 

静かに熱く語られる澤柿教伸先生 

中正美会長の挨拶 


